



























































































































































































































































































































































































































































































月 日 回数 内容 備考
4月
11 1 SSHガイダンス（5・₆限）
25 ₂ 第 1クール①講義
₅月
₉ 3 第 1クール②実験
16 4 第 1クール③実験
23 ₅ 第 1クール④セレンディピティセミナー
₆月
₆ ₆ 第 ₂クール①講義
13 ₇ 第 ₂クール②実験
20 ₈ 第 ₂クール③実験
27 ₉ 第 ₂クール④セレンディピティセミナー
₇月
11 10 第 3クール①講義
18 11 第 3クール②実験
₉月
12 12 第 3クール③実験
19 13 第 3クール④セレンディピティセミナー 後期分野希望調査表配布
26 14 ガイダンス（後期について） 後期分野調査表回収
10月
17 15 ミニ①分野オリ＆課題計画案作成（個人） 個人課題計画書配布、10/19（金）提出
24 16 課題アイデア発表会① グループ作成＆研究計画書配布
31 17 ミニ課題研究①⊖計画 グループ計画書、11/₂（金）指導教員提出
11月
₇ 18 ミニ課題研究①⊖実験 1（2時間） 実験 1
14 19 ミニ課題研究①⊖実験 ₂（2時間） 実験 ₂
21 20 ミニ課題研究①⊖データ処理＆考察（2時間） 研究レポート、11/26（月）指導教員提出
28 21 ミニ②分野オリ＆課題計画案作成（個人） 個人課題計画書配布、12/10（月）提出
12月
12 22 課題アイデア発表会② グループ作成＆研究計画書配布
19 23 ミニ課題研究②⊖計画 グループ計画書、12/20（木）指導教員提出
1月
₉ 24 ミニ課題研究②⊖実験 1（2時間） 実験 1
16 25 ミニ課題研究②⊖実験 ₂（2時間） 実験 ₂
??
???????????
月 日 回数 内容 備考
1月 23 26 ミニ課題研究②⊖データ処理＆考察（2時間） 研究レポート、₂ /₅（火）指導教員提出
₂月
₆ 27 ミニ課題研究セレンディピティセミナー
13 28 サイエンスⅡにむけて サイエンスⅡ希望ゼミ調査配布・回収
20 29 サイエンスⅡ課題計画案作成 課題テーマ設定シート、研究計画書配布
27 30 校内発表会について
3月
12 校内発表会見学
特時 31 サイエンスⅠ＆サイエンスⅡ交流会
? ???????????????
?⊖???????
　課題アイデア発表会において教員が、ルーブリックで評価を行った結果が図 ₈、₉です。
　昨年と比較すると、課題アイデア発表会では、「テーマ」「仮説」「予備調査」について「非常に
良い」と評価された生徒が増加しています。予備調査や仮説については、生徒集団の違いによる
可能性もあるが、環境分野の基礎実験で、文献調査の重要性や方法を指導したこと、テーマに対
して多様な方法と仮説でアプローチすることができることを示すことができたことが理由として
あげられるかもしれません。一方で、仮説が不足していると判断された生徒もやや増加している
ため、ミニ課題研究の ₂回目やサイエンスⅡで教員がフォローをしていく必要があると感じまし
た。
? ??????????????
? ??????????????
?????
??
　ミニ課題研究 1回目の個人レポートをルーブリックで評価を行った結果が図10です。教員の評
価基準の協議を行い、サイエンスⅡを見越した研究としてのレベルアップを図るために、基準を
高めに変更したため昨年度と比較をすることができません。実験や考察時間を昨年度の倍にした
ことにより、考察が初歩的であると判断された生徒は少なかったですが、「今後の課題」の記述が
十分でない生徒が多く見受けられました。今後は実験の後の考察時間を、データをまとめること
に費やすのではなく、しっかりとしたセレンディピティセミナーをグループで行うことに費やす
ように指導する必要があると考えます。また、「仮説の設定」「研究目的」を、集めた情報や知識
から、論理的に行うことで研究の効率化や質の向上につながるため、研究計画の段階にも時間を
十分にかけて指導を行う必要があるといえます。
?????????????
